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開通後１ヵ月半の交通状況等をお知らせします。 
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までの間(延長１．９km)が、平成２２年２月２７日 

(土)１５:００に開通しました。この度、開通後１ヶ月半の交通状況とアンケート結果を取り

まとめましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

＜交通状況＞ 

○圏央道 海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間の開通後１ヵ月半の平均交通量は、約１０千

台／日（平日約１０千台／日、休日約１１千台／日）でした。 
 

○海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間を利用する平均交通量の内訳は、東京方向からと名古

屋方向からが同じでした（両方向とも約５千台／日）。 
 

○厚木ＩＣの出入交通量は、開通前より約１０千台／日減少していました。 
 

○海老名ＩＣの整備により、相模川渡河部を含む周辺一般道路における交通流が変化

しており、相模大橋における朝、夕の渋滞長が大幅に短くなっていることを確認し

ました。 
 

＜プロドライバーの声（アンケート結果）＞ 

○海老名ＩＣが整備されたことにより、約３割の方が海老名ＩＣ利用に変更していま

す。 
 

○圏央道について、約７割の方が「早期整備」を求めています。 
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１．圏央道の交通量 

 
 ・２月２７日に開通した圏央道海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間の平均交通量は、３月が約１０.２千台

/日（平日約９.８千台/日、休日約１１.２千台/日）、４月が約９.９千台/日（平日約９.８千台/

日、休日約１０．４千台/日）でした。 

・海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間を利用する平均交通量の内訳は、３月の東京方面が約５.３千台/日、

名古屋方面が約４.９千台/日、４月の東京方面が約５.２千台/日、名古屋方面が約４.７千台/日

でした。 

・その一方で、隣接する厚木ＩＣの出入交通量は約９.７千台/日、横浜町田ＩＣの交通量は約３.９

千台/日減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横浜町田IC

83.7

※交通量は交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※開通前は平成 22 年 2月 20 日（土）～2 月 26 日（金）の日交通量の平均値を記載。 

※開通後の 3 月平均は平成 22 年 3 月 1 日（月）～3 月 31 日（水）、4 月平均は 4 月 1 日（木）～4 月 15 日（木）の

日交通量の平均値を記載。 
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この地図は、国土地理院長の承認を得

て、同院発行の 20 万分の 1 地勢図を

複製したものである。 
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２．海老名 IC 及び厚木 IC 周辺一般道の交通量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・開通前（２月２３日）と開通後（３月３日及び４月６日）に、市内の一般道において交通量調査

を行いました。 

・相模川渡河部の交通量を開通前後で比較すると、相模大橋で約１千台/日、戸沢橋で約５百台/日

減少しました。 

・また、厚木ＩＣに向かう交通量を開通前後で比較すると、国道１２９号で約２千台/日減少しまし

た。 

・一方、海老名ＩＣに向かう交通量は藤沢厚木線で約２.４千台/日、相模原茅ヶ崎線で約９百台/

日増加しました。 

・ 海老名ＩＣ整備により周辺道路の車の流れに変化が生じ、相模川渡河部の交通量が減少、海老

名ＩＣ周辺の交通量が増加している状況を確認しました。
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発

行の2万5千分の1地形図を複製したものである。 

（承認番号 平 21 業複、第 765 号） 
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圏央道開通後の高速道路へ

の車の流れ 

図中の数字は開通前後の断面交通

量の変化量を示す(単位：千台/日) 
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※開通前は平成 22 年 2月 23 日（火）、開通後は平成 22 年 3月 3日（水）と 4月 6 日（火）の交通量調査結果を記載。
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３．開通区間周辺の一般道路の渋滞状況 

 
 
 
 

 

 

・開通前（２月２３日）と開通後（３月３日及び４月６日）に、相模大橋において渋滞長調査を行

いました。 

・相模大橋における厚木方面の朝の渋滞が、引き続き開通前より減少していることを確認しました。

・相模大橋における海老名方面の夕方の渋滞が、３月よりさらに解消していることを確認しました。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 2 万 5千分の 1地形図を複製したものである。 

（承認番号 平 21 業複、第 765 号） 
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■相模大橋の渋滞状況 

※開通前は平成 22 年 2月 23 日（火）、開通後は平成 22 年 3月 3日（水）と 4月 6 日（火）の渋滞長調査結果を記載。
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４．高速道路入口までの所要時間の変化 

 
 
 
 
 
 
 

・開通前（２月２３日）と開通後（３月３日及び４月６日）に、旅行時間調査を行いました。 

・海老名市役所から厚木ＩＣまでの所要時間が、引き続き開通前より短いことを確認しました。 

・寒川町役場から厚木ＩＣまでの所要時間が、引き続き開通前より短いことを確認しました。 

・海老名ＩＣが整備されたことにより、海老名市役所から高速道路入口（開通前：厚木ＩＣ、開通

後：海老名ＩＣ）までの所要時間が大幅に短縮されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■海老名市役所及び寒川町役場から高速道路入口までの所要時間 

 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発

行の2万5千分の1地形図を複製したものである。

（承認番号 平 21 業複、第 765 号） 
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高速道路入口までの所要時間 

【2/23】 

海老名市役所⇒厚木 IC：約 40 分 

【3/3】 

海老名市役所⇒海老名 IC：約 5分 

【4/6】 

海老名市役所⇒海老名 IC：約 5分 

海老名市役所⇒厚木 IC 

【2/23】約 40 分 

 

【3/3】約 25 分（▲約 15 分） 

【4/6】約 35 分（▲約 5分） 

寒川町役場⇒厚木 IC 

【2/23】約 60 分 

 

【3/3】約 20 分（▲約 40 分） 

【4/6】約 15 分（▲約 45 分） 

※開通前は平成 22 年 2月 23 日（火）、開通後は平成 22 年 3月 3日（水）と 4月 6 日（火）の旅行時間調査結果を記

載。 
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５．厚木市内のプロドライバーの声（アンケート） 

 
 
 
 
 

・圏央道の整備効果について、厚木市内のプロドライバーにアンケート調査を行いました。 

・海老名ＩＣが整備されたことにより、約３割の方が海老名ＩＣ利用に変更しています。 

・圏央道について、約７割の方が「早期整備」を求めています。 

 
対象者：タクシー会社（２社）、バス会社（１社）、運送会社（１社） 

回答数：１７３人 

期 間：３月１８日～３月２５日 

 
 
 

変わってい
ない;

 102名; 59%
変わった;
59名; 34%

無回答;
19名; 11%

横浜町田IC;
2名; 1%

厚木IC;
 38名; 22%

高速道路は
利用しない;
12名; 7%

早期整備;
127名;74%

環境への
配慮;

14名; 8%

コストの縮
減;

6名; 3%

その他;
5名; 3%

無回答;
21名; 12%

問２ 圏央道への要望について 

問１ 海老名ＩＣ整備による利用ＩＣの変更について 
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